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１．姫路港の概要

－１－

【港の役割】

鉄鋼・エネルギー等、我が国を支える工業基地港

播磨地域の物流・人流拠点として地域経済を支える港湾

広畑地区

中島
地区

須加
地区

妻鹿
地区網干沖地区浜田地区

位置図

【取扱貨物】

（単位：万トン）

合計：2,906

金属機械工業品 652

軽工業品 4

化学工業品　1,560
鉱産品 379

特殊品 270

雑工業品 5
林産品11

農水産品 26

出典：H19年兵庫県港湾統計年報
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出典：H18陸上出入貨物調査 国土交通省
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２．対象事業の概要
【整備目的】

船舶の大型化に対応した岸壁と背後用地の確保

港湾物流の効率化、臨海部の生産拠点の再編･集約

に伴う新たな産業立地への対応

【評価対象施設の概要】

起債

補助

直轄

3.4ha

1基

1,640m

320千㎡

280m

数 量

H8～H17
ふ頭用地

荷役機械

H8～H12道路

H10～H25泊地（-14m）

H6～H12

事業期間

岸壁（-14m）

施 設 名

ふ頭用地
荷役機械
3.4ha、1基

道路
1,640m

泊地(-14m)
320千㎡

岸壁(-14m)
280m

－２－



【事業の主な経緯】

平成１５年度の再評価後、５年継続事業として今回再評価
を行うものである。

平成５年 港湾計画(改訂)

平成６年 事業着手

平成１２年 岸壁部整備完了

平成１５年５月 ターミナル暫定供用（-１３ｍ）

平成１７年９月 ガントリークレーン供用

【再評価に至る経緯】

荷役機械
ふ頭用地

道路

泊地（-14m）

岸壁（-14m）

施設名

８２％９８１２０Ｈ6～Ｈ25合 計

１００％３６３６Ｈ8～Ｈ17その他

１００％

２７％

１００％

進捗率

９９Ｈ8～Ｈ12臨港交通施設

８３０Ｈ10～Ｈ25水域施設

４４

事業費

４４

既投資額

Ｈ6～Ｈ12

事業期間

係留施設

区分

単位：億円
平成２０年度末の事業進捗状況

【事業の進捗状況】

－３－



【姫路港背後圏の製造業の動向】

－４－

３．事業の必要性

①社会経済情勢の変化

出典：工業統計調査（兵庫県）

■製造業事業所数の推移

■製造従業者数の推移

■製造品出荷額の推移

姫路港背後圏 兵庫県内シェア

姫路港背後圏 兵庫県内シェア

姫路港背後圏 兵庫県内シェア
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－５－

姫路港 年次別取扱貨物量（公共）

【取扱貨物量の動向(公共)】

平成19年 広畑地区 取扱貨物(公共)

（千トン）

平成19年 姫路港 取扱貨物(公共)

出典：Ｈ19年兵庫県港湾統計年報
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【新たな進出企業の動き】

－６－

ターミナルの暫定供用に併せて、自動車関連産業をはじめ
とした、新たな企業進出の動きが見えている。

多目的国際ターミナル

進出企業又は
進出企業用地

進出企業

● 自動車関連産業の進出(広畑地区)

・広畑第１・２工場竣工(H16)

・広畑第３・４工場竣工(H19）

進出企業又は
進出企業用地



姫路港公共岸壁における大型船舶入港実績
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（隻数） 隻数（3万DWTを超える船舶）

隻数（うち、4万DWTを超える船舶）

姫路港においては、広畑ターミナル以外
の既存岸壁の最大水深は－12ｍ（3万DWT
注）級）である。下のグラフに示す通り、３万
DWTを超える船舶が年間２０隻※、喫水調
整により入港する等、輸送費の増大を招い
ており、非効率な輸送形態となっている。

なお、4万DWT級（水深－13m）を超える船
舶も、年間12隻※※入港しており、広畑ター
ミナルの現状－13mから－14mへの増深が
求められている。

注）DWT：重量トン。貨物を満載した状態での重量と、船舶のみの重量の差で
表す。ほぼ、船舶が積載できる貨物の重量を示す。

積み荷を小型船に積み替える等
の喫水調整をした後に荷揚げする
大型船。

※写真は、飾磨岸壁（-12m）に接岸する

3万DWT級超の大型船

－７－

【現有施設の不具合の状況】

既存岸壁（－12m）の能力を超
える大型船舶利用実績（20隻/
年）から、広畑ターミナルの必
要性は高い。

広畑ターミナルの暫定供用水深（－
13m）を超える大型船入港実績（12隻/
年）があり、さらなる増深（－13m→－
14m）が求められている。

※飾磨岸壁（－12m）、
中島岸壁（－12m）、
広畑岸壁（－13m、
H16年度以降）の公共
岸壁の合計。

データ提供：兵庫
県港湾課

※H10～H19の平均値
※※H16～H19の平均値



【社会経済情勢のまとめ】

姫路港の新たな物流拠点として広畑地区多目的
国際ターミナルの重要性は依然として高く、整備
の必要性は高い。

姫路港の背後圏は、兵庫県の製造業において２割強の
シェアを占めている。取扱貨物量は近年、ほぼ一定で推
移している。

姫路港においては、ターミナル背後用地の企業進出や
環境・リサイクル経済特区指定等、新たな動きが出てき
ている。

既存施設の最大水深は－１２ｍ（３万DWT級）であるが、
平成１０年度以降３万DWTを超える船舶が年間平均２０
隻、喫水調整により入港する等、非効率な輸送形態と
なっている。また、当該ターミナルの暫定供用水深－１３
ｍ（４万DWT級）を超える船舶が年間平均１２隻入港して
いる。

－８－



②事業の投資効果
【プロジェクトと便益項目の抽出】

－９－

≪物流に資する効果≫

≪その他の効果≫

輸送距離・時間の短縮

船舶の大型化

CO2排出量の削減

既存ターミナルの混雑緩和

沿道騒音等の軽減

排出ガスの減少

貨幣換算

【事業効果による便益計測】

※実績及び主要企業へのヒアリングを行い設定。 四捨五入の
関係上、内訳の計と合計は必ずしも一致しない。

対象貨物量の設定 （H26推計） （千ﾄﾝ）

計移出移入輸出輸入品目

５４１６４４８６３８６合計

６０２３５５０化学工業品

２１０１０金属機械工業品

４７８６１１３０３８６鉱産品



【需要の推計及び便益の計測：鉱産品①】

輸送コスト削減額 1.30億円／年

オーストラリア

岡山港（荷主） 大阪港

30,000 DWT
12,000 DWT

航海距離 71海里

航海距離 35海里

姫路港
WITHOUT時

WITH時

【需要の推計及び便益の計測：鉱産品②】

－１１－

中 国

神戸港
（ポートアイランド）

荷主 往復輸送距離 120km

往復輸送距離 27km

海上輸送はコンテナ。
港で積み替え。

海上輸送はコンテナ。
港で積み替え。

姫路港

－１０－

輸送コスト削減額 0.03億円／年



【需要の推計及び便益の計測：化学工業品】

－１１－

【需要の推計及び便益の計測：鉱産品③】

韓国・台湾

往復輸送距離 186km

往復輸送距離 41km
大阪港

姫路港

荷主

堺泉北港

荷主

姫路港
往復輸送距離 237km

55,000 DWT

55,000 DWT

オーストラリア

往復輸送距離 2km

WITHOUT時

WITH時

輸送コスト削減額 1.44億円／年

輸送コスト削減額 12.95億円／年



－１２－

【需要の推計及び便益の計測：鉱産品③】 残事業

輸送コスト削減額 12.95億円／年

堺泉北港

荷主

姫路港
往復輸送距離 237km

55,000 DWT

55,000 DWT

オーストラリア

往復輸送距離 2km

WITHOUT時

WITH時



【費用対効果分析結果】

費用の算定

費用対効果分析結果

プロジェクトの総事業費 119.7億円（税込み）
既投資額（H20年度末） 97.6億円
進捗率 81.5％

便益の算定（年間）
輸送コスト削減便益 15.7億円
環境便益 0.07億円

残存価値 27.2億円

－１３－

NOx削減量 5.5ﾄﾝ/年その他定量的に把握する効果

1.6費用対便益(B/C)

165.1億円費 用（Ｃ）

270.9億円便 益（Ｂ）

現在価値換算後

費用の算定

費用対効果分析結果

残事業の総事業費 22.1億円（税込み）

便益の算定（年間）
輸送コスト削減便益 13.0億円

環境便益 0.04億円

残事業の投資効率性

事業全体の投資効率性

11.6費用対便益(B/C)

NOx削減量 5.0ﾄﾝ/年その他定量的に把握する効果

18.2億円費 用（Ｃ）

211.3億円便 益（Ｂ）

現在価値換算後

（参考）前回評価時 費用対便益(B/C)＝1.7



４．今後の事業進捗の見込み

－１４－

５．コスト縮減及び代替案の検討

これまでも、廉価な荷役機械を設置すること等により、コ
スト縮減に取り組んできており、今後とも、効率的な浚
渫手順や工法の検討等により事業費の削減に努めて
参りたい。

大型船の入港に対応するため、現行計画の水深－１４
ｍへの増深による多目的国際ターミナルの整備が適切
である。

【代替案の検討】

【コスト縮減への対応】

多目的国際ターミナルは、平成１６年の貨物取扱い開
始以降、順調に取扱貨物量が増加しており、今後の船
舶大型化に対応するため、平成２５年度の完成に向け
泊地の浚渫を継続する。



６．対応方針

姫路港広畑地区多目的国際ターミナルは、船舶の大型化やコンテ

ナ貨物に対応した施設の充実により、臨海部の物流効率化や、企

業立地を含めた地域振興を支えるため、その事業進捗が求められ

ています。今後とも事業を推進し、早期の完成を目指します。

－１５－

2. 事業進捗の見込み

3. コスト縮減及び代替案の可能性

姫路港背後圏は、兵庫県製造業において重要な役割を果たし
ており、取扱貨物量は近年、ほぼ一定で推移している。

ターミナル背後用地への企業進出等、新たな動きが出てきてい
る。

当該施設を除く既存の最大水深岸壁（－１２ｍ）では、年間２０
隻（H１０年度～H１９年度の平均）喫水調整をしないと入港できな

い等、非効率な輸送形態になっている。

多目的国際ターミナルは、平成１６年の貨物取扱い開始以降、
順調に取扱貨物量が増加しており、今後の船舶大型化に対応
するため、平成２５年度の完成に向け泊地の浚渫を継続する。

効率的な浚渫手法や工法の検討等により事業費の削減に努
めて参りたい。
大型船の入港に対応するため、水深－１４ｍへの増深による多
目的国際ターミナルの整備が適切である。

1. 事業の必要性

【対応方針（原案）】

事業継続


